
１．事業目的 ・・・ ＩＴ利活用による地域創生に向けた調査・研究

地域経済の活性化の視点
地域経済活性化への取り組みは、“需要を増やし、生産性（地域としての）を高める”ことである。その中心にあるイノベーション

は、新たなビジネスモデルやマーケティングを前提としたものであり、各企業や自治体のイノベーションへの積極的な取り組み

（”創意工夫”）が重要である。

地域コミュニティの活性化の視点
地域において様々な社会問題が顕在化・深刻化する中で、地域自らが地域課題を認識・共有し、それらを自主的・主体的に解決

する力“地域共生力”の醸成・向上を図っていく必要がある。基盤となるのは、地域コミュニティの活性化であり、そのための施策

を実行していく（地域住民自らが課題解決していく）

２．事業概要と成果

地域創生に向けた研究・マーケティング事業の推進

講師による下記の６件のセミナー・勉強会を開催し、国内外のIT利活用による地域活性化及び、地域産業活性化に向けた産・学・官

の取り組み事例についてスタディを行い、ディスカッションを行った。

① 「会津若松市における『スーパーシティ』構想への挑戦」 ② 「東北大学IIS研究センター活動紹介」

③ 「ICTを使って自分たちの街をより良く」 （市民参加型オープンコミュティの取り組み）

④ 「中小企業のAI・Iot導入事例と活用効果」 （岩手県北地域の中小縫製業企業における利活用からの一考察）

⑤ 「地方版DX推進の取り組み」 ⑥「中小建設業向けDXソリューションビジネスの展開」

（『令和３年度地域産業デジタル化支援事業』のセミナー聴講）


